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SAF
60-70%

SAFの導入 排出権取引運航方式の改善新技術

ATAG Waypoint 2050 Scenario 2  :  aggressive sustainable fuel deployment
出典： ATAG Waypoint 2050
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消費燃料の10%をSAFへ置き換えることを目標とする

→ANAグループでは 約 50~60万KLが必要

10%

① 技術開発と社会実装に向けた支援
② 原料の安定的な確保
③ 生産者・使用者双方へのインセンティブ制度の構築 等

経済安全保障の観点からも
可能な限り国産SAFの比率を高め、
かつ国際競争力のある価格を実現

3


